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■観光地計画の変遷
・時代ニーズに合わせて変化し続ける観光・観光地

年代 観光対象の変遷 できごと

1945年
（S20年）

1955年
（S30年）

1965年

（S40年）

1975年

（S50年）

1985年
（S60年）

1995年
（H7年）

2005年
（H17年）

物見遊山と
しての観光

その土地（風
土・世界観）を
理解する観光

豊かなライフ
スタイルと
しての観光

日本再発見
としての観光

多様な楽しみ
としての観光

・招待旅行・慰安旅行・招待旅行・慰安旅行・招待旅行・慰安旅行・招待旅行・慰安旅行 ・修学旅行復活・修学旅行復活・修学旅行復活・修学旅行復活

・新婚旅行が普及・新婚旅行が普及・新婚旅行が普及・新婚旅行が普及 ・大型温泉旅館増加・大型温泉旅館増加・大型温泉旅館増加・大型温泉旅館増加

・私鉄資本の観光地開発・私鉄資本の観光地開発・私鉄資本の観光地開発・私鉄資本の観光地開発

・スキー場開発・スキー場開発・スキー場開発・スキー場開発 ・海水浴場開発・海水浴場開発・海水浴場開発・海水浴場開発

・農漁村の民宿増加・農漁村の民宿増加・農漁村の民宿増加・農漁村の民宿増加 ・別荘地開発・別荘地開発・別荘地開発・別荘地開発

・まちなみ・郷土景観・まちなみ・郷土景観・まちなみ・郷土景観・まちなみ・郷土景観

・スポーツ・レクリエーション活動・スポーツ・レクリエーション活動・スポーツ・レクリエーション活動・スポーツ・レクリエーション活動

・安・近・短・安・近・短・安・近・短・安・近・短 ・温泉・秘湯ブーム・温泉・秘湯ブーム・温泉・秘湯ブーム・温泉・秘湯ブーム

・リゾート開発・リゾート開発・リゾート開発・リゾート開発

・キャンプ・アウトドア・キャンプ・アウトドア・キャンプ・アウトドア・キャンプ・アウトドア

・グリーン・ツーリズム・グリーン・ツーリズム・グリーン・ツーリズム・グリーン・ツーリズム ・エコツーリズム・エコツーリズム・エコツーリズム・エコツーリズム

・産業観光・産業観光・産業観光・産業観光

・バブル経済の崩壊・バブル経済の崩壊・バブル経済の崩壊・バブル経済の崩壊
／湾岸戦争／湾岸戦争／湾岸戦争／湾岸戦争

・・・・9.11テロテロテロテロ
・イラク戦争・イラク戦争・イラク戦争・イラク戦争

・世界金融危機・世界金融危機・世界金融危機・世界金融危機

・東日本大震災・東日本大震災・東日本大震災・東日本大震災

・オイルショック・オイルショック・オイルショック・オイルショック
・沖縄返還・沖縄返還・沖縄返還・沖縄返還

・・・・GNP世界第世界第世界第世界第2位位位位

・神武景気・神武景気・神武景気・神武景気

・終戦・終戦・終戦・終戦

・東京オリンピック／東・東京オリンピック／東・東京オリンピック／東・東京オリンピック／東
海道新幹線開業海道新幹線開業海道新幹線開業海道新幹線開業

・大阪万博開催・大阪万博開催・大阪万博開催・大阪万博開催

観光立国推進基本観光立国推進基本観光立国推進基本観光立国推進基本
法／観光庁発足法／観光庁発足法／観光庁発足法／観光庁発足

全国総合開発計全国総合開発計全国総合開発計全国総合開発計画画画画
観光基本法公布観光基本法公布観光基本法公布観光基本法公布

古都保存法公布古都保存法公布古都保存法公布古都保存法公布

景観三法公布景観三法公布景観三法公布景観三法公布

・ディスカバージャパン・ディスカバージャパン・ディスカバージャパン・ディスカバージャパン
新全国総合開発計新全国総合開発計新全国総合開発計新全国総合開発計画画画画

第第第第3次新全国総次新全国総次新全国総次新全国総
合開発計合開発計合開発計合開発計画画画画

第第第第4次新全国総合開次新全国総合開次新全国総合開次新全国総合開
発計発計発計発計画／リゾート法画／リゾート法画／リゾート法画／リゾート法

求められる観光・交流の舞台とは？

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



「どこへ行ったか」
→「どういう経験をしたかどういう経験をしたかどういう経験をしたかどういう経験をしたか」
→「どういう時間を過ごしたかどういう時間を過ごしたかどういう時間を過ごしたかどういう時間を過ごしたか」

•個人旅行の増加
→旅行の質・観光スタイル
の変化＝結果より、プロ結果より、プロ結果より、プロ結果より、プロ
セスセスセスセスを重視

観光（地）を取り巻く変化

・旅行者ニーズに対応した新
たな集客手段の獲得

・時間消費の増大（滞在・宿
泊化）

・新たなマーケットやリピー
ター、ファンの獲得

・６次産業としての観光の展
開（経済波及効果の高い
観光、まちづくりとの連携）

・地域の誇りの醸成 など

消費の深消費の深消費の深消費の深
化化化化への対
応

市場（旅行者）市場（旅行者）市場（旅行者）市場（旅行者） 地域（観光地）地域（観光地）地域（観光地）地域（観光地）

地域を深く味わう体験型観光体験型観光体験型観光体験型観光・着地型観光着地型観光着地型観光着地型観光の時代へ
観光地としての空間（しつらえ）や受け入れ体制は？

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



旅行のビジネスモデルの変化

発地型

送客ビジネス送客ビジネス送客ビジネス送客ビジネス

着地（地域発）型

集客ビジネス集客ビジネス集客ビジネス集客ビジネス

発地側の旅行会社が地
域のホテル・旅館などから
大量に仕入れ、造成し、
分厚いパンフレットを媒体
として、安い旅行商品を販
売

「地域の情報」は、地元の人
にしか知り得ない

旅行者を受け入れる地域の
側が主体的に旅行商品づく
りをしていくことが不可欠

地域が主体となり旅行商品をつくる時代

発地側旅行会社が多様化・高度化する旅行者ニーズに対応
した旅行商品を開発しようとしても、地域情報の不足、手間
暇（コスト負担）から自力では商品開発ができない

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



■地域の魅力をどう引き出すか？

・地域側から見た観光：

「地域を誇り、その地ならではの体験やサービスを通して地域を誇り、その地ならではの体験やサービスを通して地域を誇り、その地ならではの体験やサービスを通して地域を誇り、その地ならではの体験やサービスを通して
付加価値をつけ、総合的な経済価値に変える地域産業付加価値をつけ、総合的な経済価値に変える地域産業付加価値をつけ、総合的な経済価値に変える地域産業付加価値をつけ、総合的な経済価値に変える地域産業」

観光地の舞台として、ど
れだけ旅行者に見せら
れるか

・ハード：舞台装置（施
設・環境）×ソフト（サー
ビス、プログラム）を駆使
・ハレの場、ケの場
・集中と分散

【観光地の魅力構成要素】

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



従来活用されてきた観光資源

世界遺産・白神山地の価値や
魅力を伝えることのできるツーリズム

マタギ・精
神文化

湧水・酒造り

海と白神山地

白神と農風景

・お宝探しに終わらない価値の引き出し方
→そこに必要な施設とは？

ブナだけが白神の魅力か？

・魅力ある舞台の提供につながらない公
共施設の多さ

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



■魅力ある観光・交流の舞台を創る

・ソフトとハードを両輪としたソフトとハードを両輪としたソフトとハードを両輪としたソフトとハードを両輪とした
プロセスを大切にした観光地づくりプロセスを大切にした観光地づくりプロセスを大切にした観光地づくりプロセスを大切にした観光地づくりが必要

【事例１】廃校をふたたび交流の拠点に
秋田県鹿角市「中滝ふるさと学舎」

【事例２】「番屋エコツーリズム」の舞台の再生
岩手県田野畑村「机浜番屋群」再生プロジェクト

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



事例１ 廃校を再び地域の交流拠点に

「中滝ふるさと学舎」「中滝ふるさと学舎」「中滝ふるさと学舎」「中滝ふるさと学舎」
（秋田県鹿角市）（秋田県鹿角市）（秋田県鹿角市）（秋田県鹿角市）

開拓地・中滝地域のコミュニティ
活動の拠点として50余年の歴史
ある学校（平成20年11月閉校）

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



【都市ニーズとのマッチング】
都会人の求めるふるさと体験
や癒しのニーズ

【ポテンシャルを最大に活用】
ふるさとの原風景がもつ代替
のきかない資源をできるだけ
そのまま活用

既存ストックから
新たな価値を創出！

【観光課題への対応】
低迷する十和田湖観光
南の玄関口としての大湯温泉
の宿泊客の減少
通過型観光地化

【市や地区課題への対応】
地区の人口の減少
農業の担い手の減少
遊休農地の拡大 など

既存施設を
使い切る！

中滝ふるさと学舎

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



森のcaféこもれび

・鹿角特産の食材をふんだんに使用したオリ
ジナルメニューを常時10種類以上用意
・特性スイーツ
・調理員は中滝小学校卒業生（菓子づくりのプ
ロ）

人も食材も地産地消人も食材も地産地消人も食材も地産地消人も食材も地産地消

（飲食施設）

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



市民参加の検討会から、運営市民参加の検討会から、運営市民参加の検討会から、運営市民参加の検討会から、運営NPOを設立を設立を設立を設立

・ 「かづのde“ふるさとライフ ”コン
シェルジュ設立検討会」を設立（平
成20年度）
・市民、地区住民の意見・アイディア
を活かしながら計画検討
・中滝小学校の卒業生・在職経験
者にもアンケートを実施

交流施設を運営するため「特定非
営利活動法人かづのふるさと学舎」
を設立

計画のプロセスを重視

・人材（運営の担い手）の
発掘・育成

・持続可能な舞台づくり
（無理をしない計画）

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



小学生の体験受け入れ小学生の体験受け入れ小学生の体験受け入れ小学生の体験受け入れ

（大湯温泉宿泊との連携）（大湯温泉宿泊との連携）（大湯温泉宿泊との連携）（大湯温泉宿泊との連携）

地域らしい体験プログラムの提供地域らしい体験プログラムの提供地域らしい体験プログラムの提供地域らしい体験プログラムの提供

（（（（NPOスタッフ、市民インストラクター）スタッフ、市民インストラクター）スタッフ、市民インストラクター）スタッフ、市民インストラクター）

森林セラピー森林セラピー森林セラピー森林セラピー

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



事例２ 「番屋ｴｺﾂｰﾘｽﾞﾑ」の舞台の再生

三陸の漁村文化を伝える番屋群三陸の漁村文化を伝える番屋群三陸の漁村文化を伝える番屋群三陸の漁村文化を伝える番屋群

「机浜番屋群」再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「机浜番屋群」再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「机浜番屋群」再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「机浜番屋群」再生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
（岩手県田野畑村）（岩手県田野畑村）（岩手県田野畑村）（岩手県田野畑村）

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



※※※※環境省第３回エコツーリズム大賞（環境省第３回エコツーリズム大賞（環境省第３回エコツーリズム大賞（環境省第３回エコツーリズム大賞（

特別賞受賞特別賞受賞特別賞受賞特別賞受賞

「地域の暮らしを地域の人
が観光客に伝える」

○すべてのインストラクターは地元インストラクターは地元インストラクターは地元インストラクターは地元
民民民民
○暮らしに根差した会話を観光客暮らしに根差した会話を観光客暮らしに根差した会話を観光客暮らしに根差した会話を観光客
の方と繰り広げるの方と繰り広げるの方と繰り広げるの方と繰り広げる

番屋エコツーリズ
ム

北山崎への立ち
寄りは３0分／村
にお金が落ちな
い

村の暮らしに根ざした
体験型観光への転換

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



地区青年会による番屋群の保存活動

「未来に残したい漁業漁村の

歴史文化財産百選」選定

（水産庁2006年）

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



「番屋」を舞台としたエコツアープログラムの提供「番屋」を舞台としたエコツアープログラムの提供「番屋」を舞台としたエコツアープログラムの提供「番屋」を舞台としたエコツアープログラムの提供

番屋ガイド番屋ガイド番屋ガイド番屋ガイド

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



サッパ船アドベンチャーズサッパ船アドベンチャーズサッパ船アドベンチャーズサッパ船アドベンチャーズ

営みから、自然の豊かさを伝える営みから、自然の豊かさを伝える営みから、自然の豊かさを伝える営みから、自然の豊かさを伝える

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



「広報たのはた」2011年５月
(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



被災後

被災前

三陸らしい漁村風景

の消失

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



机浜漁村番屋群

被災後被災前

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



「机浜番屋群」再生プロジェクトの展開（イメージ）

【テーマ】『三陸漁村文化の伝承』
●●●●漁師の生業の場としての本来機能を果たしつつ、三陸漁村漁師の生業の場としての本来機能を果たしつつ、三陸漁村漁師の生業の場としての本来機能を果たしつつ、三陸漁村漁師の生業の場としての本来機能を果たしつつ、三陸漁村
固有の文化と風景を伝承固有の文化と風景を伝承固有の文化と風景を伝承固有の文化と風景を伝承
●漁業体験や海洋観光、海の暮らしなどテーマとした体験や●漁業体験や海洋観光、海の暮らしなどテーマとした体験や●漁業体験や海洋観光、海の暮らしなどテーマとした体験や●漁業体験や海洋観光、海の暮らしなどテーマとした体験や
学習の拠点としての活用学習の拠点としての活用学習の拠点としての活用学習の拠点としての活用
●番屋群の再生に都市住民サポーターを巻き込んだ支援型●番屋群の再生に都市住民サポーターを巻き込んだ支援型●番屋群の再生に都市住民サポーターを巻き込んだ支援型●番屋群の再生に都市住民サポーターを巻き込んだ支援型
の交流の推進の交流の推進の交流の推進の交流の推進

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



番屋再生プロジェクトの手法

復興交付金
都市住民をサポーター会費

日本ナショナルトラストのパー
トナー事業（ファンドの活用）

●漁師と都市サポーターが
協働で創る

都市住民の社会貢献ニーズ、
ボランティアという余暇の過ご
し方・地域との交流の仕方

●外部からの資金を活用
する

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



●地域の特性を活かした多様な観光の舞台のつくり方が必要
・1つの施設で旅行者を満足させる時代ではない
・集中と分散、多目的性をもった施設（用途、季節・曜日）
・観光客のためでなく、市民・地域住民の利用を考える
（地域コミュニティと交流の接点をつくる）

●マーケットとのマッチング（価値観が重要）
●プロセスを大切にする
・地域主体と人材育成～担い手の育成
・魅力的な舞台（ハード）を創り出すためのソフトの活用
●持続可能な観光の舞台づくり
・成長・変化していける施設・環境・運営のしくみ
●求められる事業手法の柔軟性
・縦割りの行政の補助事業の転換

・総合政策としての観光のポジショニング

ソフトとハードを両輪とした
観光地づくり

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012



ご静聴どうもありがとうございました。

(C)Mr. Kazushi OSUMI, Institute for Transport Policy Studies, 2012


